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広報誌タイトル「すゝめ」とは
タイトルは明治5年から9年にわたって出版された17編を数える
福澤諭吉の大ベストセラー『学問のすゝ め』に因んでいます。

病院全体の質の向上に貢献する“横断的診療科”

放射線診断科・放射線治療科



当
院
に
は
I
V
R
を
専
門
と
す
る
医
師
も
多

数
お
り
、
が
ん
の
焼
灼
・
凍
結
治
療
、
動
脈
塞

栓
術
、
リ
ン
パ
漏
の
治
療
な
ど
、
幅
広
い
症
例

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、血
管
腫・

血
管
奇
形
に
対
す
る
高
度
な
治
療
や
、
保
険

適
用
が
拡
大
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
・
凍

結
療
法
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

当
科
に
は
、
放
射
線
診
断
専
門
医
が
約
30

名
在
籍
し
、
各
診
療
科
と
の
毎
週
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
、
患
者
さ
ん
の
治
療
方
針
を
画
像
診

断
や
Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
視
点
か
ら
議
論
す
る
こ
と
で
、

よ
り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

放
射
線
診
断
科

放
射
線
診
断
科
は
、ほ
と
ん
ど
全
て
の
診
療

科
の
画
像
診
断
を
横
断
的
に
担
当
す
る
診
療
科

で
す
。
X
線・
超
音
波・C
T・M
R
I
・P
E
T

／
S
P
E
C
T
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
画
像
検
査
を

統
括
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、①
最
適
な
画

像
検
査
の
組
み
立
て
と
主
治
医
の
先
生
方
への
提

案
、②
患
者
さ
ん
の
病
態
に
合
わ
せ
た
最
適
な
撮

影
法
の
現
場
で
の
指
示
、③
検
査
の
安
全
の
確
認
、

④
精
度
の
高
い
診
断（
読
影
）を
担って
い
ま
す
。

ま
た
、カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
を
用
い
た
画
像
下

治
療（
I
V
R
）も
行
っ
て
お
り
、
侵
襲
が
少

な
い
手
技
を
患
者
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

最
適
で
高
精
度
の
画
像
診
断
と

患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
画
像
下
治
療

核
医
学
を
応
用
し
た

新
た
な
治
療（
セ
ラ
ノ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

近
年
、
核
医
学
検
査
の
診
療
用
放
射
性

同
位
元
素
を
用
い
た
、
新
し
い
が
ん
治
療

が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
「
治
療（T

herapeutics

）」
と「
診
断

（D
iagnostics

）」
を
一
体
化
し
た
新
し
い

医
療
技
術
で
、セ
ラ
ノ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
呼
ば
れ
、

放
射
線
診
断
科
と
放
射
線
治
療
科
が
協
力

し
て
施
行
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
P‌

E‌

T
装

置
や
S‌

P‌

E‌

C‌

T
装
置
を
用
い
て
、
原
発
巣

や
転
移
の
状
態
を
画
像
で
可
視
化
し
ま
す
。

次
に
、
診
断
に
用
い
た
薬
品
が
治
療
用
の
放

射
線
を
放
出
で
き
る
よ
う
に
加
工
し
て
体
内

に
投
与
し
、
腫
瘍
の
縮
小
を
目
指
し
ま
す
。

セ
ラ
ノ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
実
施
す
る
に
は
専
用

の
病
棟
が
必
要
で
、
当
院
で
は
2‌

0‌

2‌

5
年

4
月
よ
り
2
部
屋
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
小
さ
な
病
変
を
よ
り
正
確
に
診
断

し
、
低
侵
襲
治
療
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
る
先
端

的
な
医
療
の
提
供
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
神
経
内
分
泌
腫
瘍
が
対
象
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
前
立
腺
が
ん
に
も
広
げ

て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
当
院
で
は
セ
ラ
ノ
ス
テ
ィ
ク
ス
を

積
極
的
に
推
進
し
、
患
者
さ
ん
に
優
し
い
医

療
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

当
院
か
ら
発
信
す
る

健
康
長
寿
時
代
の
画
像
診
断

こ
れ
ま
で
の
画
像
診
断
は
、
が
ん
・
動
脈

硬
化
・
感
染
症
な
ど
を
対
象
と
し
、
何
歳

ま
で
生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
「
生
命
寿
命
」

の
延
伸
へ
の
貢
献
に
重
点
を
置
い
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、

何
歳
ま
で
元
気
に
生
き
て
い
ら
れ
る
か
と
い

う
「
健
康
寿
命
」の
延
伸
が
重
要
な
テ
ー
マ

で
、
我
々
は
健
康
長
寿
に
貢
献
す
る
画
像
診

断
学
を
構
築
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
機
能
異
常
の
早
期
発
見

が
重
要
で
す
。
我
々
は
機
器
メ
ー
カ
ー
に
、
臥

位（
寝
て
い
る
状
態
）で
も
立
位
で
も
撮
影

で
き
る
C
T
を
2
0
1
2
年
に
提
案
し
、

2
0
1
7
年
に
ま
ず
は
立
位
の
み
撮
影
可

能
な
C
T
を
共
同
開
発
し
、
当
院
で
立
位

撮
影
の
有
用
性
を
検
証
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

臥
位
、
座
位
、
立
位
の
３
つ
の
体
位
で
撮
影
可

能
な
マ
ル
チ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
C
T
の
共
同
開
発
を

進
め
、
そ
の
1
号
機
を
2‌

0‌

2‌

5
年
の
３
月

に
当
院
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
臥
位
で
の
画
像
検
査
で
は
診
断
で

き
な
か
っ
た
、
立
位
で
の
み
症
状
の
あ
る
方
、

骨
盤
底
の
緩
み
、
骨
盤
脱
、
鼠
経
ヘ
ル
ニ
ア
、

姿
勢
の
変
化
、フ
レ
イ
ル
診
断
の
た
め
の
筋
肉

量
の
経
時
変
化
、な
ど
の
評
価
に
有
用
で
す
。

放
射
線
診
断
科 

医
師

陣じ
ん
ざ
き崎 

雅ま
さ
ひ
ろ弘

座 位臥 位 立 位

す
ゝ
め

す
ゝ
め
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意
思
決
定
支
援（Shared D

ecision M
aking

）

─�

選
択
肢
を
示
し
、
患
者
と
医
師
が 

相
談
し
て
治
療
法
を
決
め
る
─

部
定
位
放
射
線
治
療
と
呼
ば
れ
ま
す
。
対

象
と
な
る
疾
患
は
、
肺
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、

膵
臓
が
ん
、
腎
臓
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
オ

リ
ゴ
転
移（
後
述
す
る
少
数
個
の
遠
隔
転

移
）、
脊
椎
転
移
で
す
。
体
幹
部
定
位
放
射

線
治
療
は
、
例
え
ば
3
日
間
の
治
療
を
行

う
だ
け
で
、
手
術
に
匹
敵
す
る
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
肺
が
ん
は
罹
患

率
2
位
、
死
亡
率
1
位
の
が
ん
で
す
が
、
そ

の
う
ち
約
半
分
は
I
期
の
早
期
が
ん
で
発

見
さ
れ
ま
す
。

そ
の
早
期
肺
が
ん
に
対
す
る
標
準
治
療

は
世
界
中
で
手
術
で
す
。
し
か
し
現
在
、
欧

米
で
は
体
幹
部
定
位
放
射
線
治
療
を
選
択

す
る
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ

で
は
す
で
に
過
半
数
の
患
者
が
、
ア
メ
リ
カ

で
も
約
半
数
が
、
体
幹
部
定
位
放
射
線
治

療
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

当
科
に
は
、
放
射
線
治
療
専
門
医
9
名
、

医
学
物
理
士
2
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
に
は
年
間
１
０
３
３
例
の
治

療
を
行
い
、
病
院
の
が
ん
診
療
を
支
え
て
い

ま
す
。

従
来
、
病
気
に
か
か
る
と
、
医
師
が
最
適

と
考
え
る
治
療
法
を
提
案
し
、
患
者
さ
ん

が
同
意
す
る
方
法（
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
）で

診
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最

放
射
線
治
療
科

先
進
的
な
が
ん
治
療
　
生
活
を
変
え
ず
に
、
切
ら
ず
に
治
す

放
射
線
治
療
は
、
が
ん
の
三
大
治
療
の

1
つ
で
す
。
が
ん
を
狙
っ
て
強
い
放
射
線
を

あ
て
る
こ
と
で
、
が
ん
を
治
す
治
療
法
で

す
。
手
術
の
よ
う
に
体
を
切
ら
ず
に
治
療

で
き
る
た
め
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
の
が

特
徴
で
す
。
他
の
治
療（
手
術
や
抗
が
ん

剤
）
と
組
み
合
わ
せ
て
使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
放
射
線
治
療
は
、
現
在
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
歩
に
よ
り
「
切
ら
ず
に
治
す
見
え

な
い
メ
ス
」に
た
と
え
ら
れ
、
そ
の
メ
ス
の
切

れ
味
が
急
速
に
鋭
く
な
っ
て
い
る
注
目
の
治

療
法
で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
み
な
さ
ん
が
使
っ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
じ
速
さ
で
進
化

し
て
い
る
と
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
今
日
の

放
射
線
治
療
は
、
病
巣
を
正
確
に
狙
え
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
周
囲
の
不
必
要
な
照

射
範
囲
が
少
な
く
な
り
、
お
か
げ
で
副
作

用
も
減
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
が
ん
に
高
線

量
の
照
射
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
た

め
、
治
療
成
績
も
向
上
し
、
多
く
の
が
ん
に

お
い
て
手
術
に
匹
敵
す
る
成
績
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
症
状
を
緩
和
す
る
場

合
に
も
有
効
で
、
が
ん
診
療
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

放
射
線
治
療
は
、
治
療
中
は
全
く
な
に
も

感
じ
な
い
、
痛
み
の
な
い
治
療
法
で
す
。
日

常
生
活
や
仕
事
を
し
な
が
ら
、
通
え
る
方

は
通
院
で
治
療
を
行
え
ま
す
。
治
療
は
1

回
10-

20
分
、
数
日
か
ら
数
週
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
す
。

定
位
放
射
線
治
療
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に

高
線
量
を
照
射
す
る
方
法
で
す
。
最
初
は

小
型
の
脳
腫
瘍
へ
行
わ
れ
、
頭
蓋
骨
を
割
ら

ず
に
、
脳
を
切
ら
ず
治
療
で
き
る
画
期
的

な
治
療
法
と
し
て
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

現
在
は
体
の
が
ん
に
も
応
用
さ
れ
、
体
幹

近
で
は
複
数
の
治
療
選
択
肢
が
存
在
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療

法
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
患
者
さ
ん
の
好
み
、
価
値
観

に
照
ら
し
合
わ
せ
、
医
師
と
患
者
さ
ん
が

相
談
し
な
が
ら
治
療
法
を
決
め
て
い
く
方
法

（
シ
ェ
ア
ー
ド
デ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ
キ
ン
グ
）
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
述
の
早
期
肺
が
ん

で
す
と
手
術
、体
幹
部
定
位
放
射
線
治
療
、

と
き
に
無
治
療
経
過
観
察
の
選
択
も
あ
り

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
や
家
族
の
方

は
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
こ
に

は
正
し
い
情
報
と
、
時
に
は
広
告
ま
が
い

の
怪
し
い
情
報
な
ど
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

信
頼
で
き
る
医
師
と
直
接
相
談
で
き
る
参

加
型
の
診
療
は
、
気
持
ち
の
整
理
が
で
き
、

納
得
し
て
治
療
を
行
え
る
た
め
に
、
治
療
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
私
た
ち
放
射
線
治
療
医
は
シ
ェ
ア
ー
ド

デ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ
キ
ン
グ
の
さ
ら
な
る
推
進

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

放
射
線
治
療
科 

医
師

武た
け
だ田 

篤あ
つ
や也

す
ゝ
め

す
ゝ
め
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国
境
を
越
え
た
架
け
橋
と
し
て 

�

〜
国
際
診
療
部
〜

2025年2月に、慶應義塾大学病院の診療クラスターの1つとして、日本初となるオリゴ転移センターを開設しまし

た。オリゴ転移とは、少数個のみの遠隔転移が存在する病態をいいます。従来は、遠隔転移がある場合、原則と

して全身療法が推奨されてきました。しかし、少数個の転移がある場合、それらの転移に局所治療（手術、放射

線治療、穿刺治療など）を行うことで生存率が上昇する可能性が

報告されています。また、分子標的薬、免疫チェックポイント阻害薬、

ゲノム医療などの全身療法も日進月歩の勢いで進化しています。そ

のため、それぞれの患者さんに対する最適な治療法は定まってい

ません。患者さんは完治を目指す治療を望んでおられます。我々は

慶應義塾大学病院でがんを扱うすべての医師の総力を結集して、

治療法を模索、探索し、提供していきたいと考えています。

一般的に病院の診療科の分類は、内科系と外科系に分けて表記されることが多いですが当院のウェブサイトで

は2025年4月から“横断的診療科”という枠組みを加えて、3つの分類にしました。

内科系、外科系は専門領域を縦割りにした診療科ですが、横断的診療科はあらゆる専門領域を広くサポートす

ることを役割とし、病院の質の向上に貢献しています。縦の糸と横の糸がしっかりかみ合うことで、よりよい診療の

提供を目指しています。

日本初の試み：オリゴ転移センター

呼吸器内科 循環器内科

消化器内科 腎臓・内分泌・代謝内科

神経内科 血液内科

リウマチ・膠原病内科 小児科

精神・神経科

内科系

放射線診断科 放射線治療科 リハビリテーション科 麻酔科

救急科 総合診療科 臨床検査科 病理診断科

横断的診療科

一般・消化器外科 呼吸器外科

心臓血管外科 脳神経外科

小児外科 整形外科

形成外科 産科

婦人科 眼科

皮膚科 泌尿器科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 歯科・口腔外科

外科系

診療部門の新しい分類
内科系診療科、外科系診療科、そして横断的診療科

部
が
迅
速
に
担
当
診
療
科
と
調
整
し
、
必

要
書
類
や
費
用
の
目
安
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
当
院
は「Japan International 

H
ospitals

」
認
証
を
取
得
し
、
安
心
・
安
全

な
医
療
を
世
界
に
提
供
す
る
こ
と
を
使
命

と
し
て
い
ま
す
。
国
境
を
越
え
た
架
け
橋
と

し
て
、
皆
さ
ま
の
健
康
と
安
心
を
全
力
で
支

え
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
病
院
「
国
際
診
療
部
」

は
、
海
外
か
ら
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
や

在
留
外
国
人
の
方
が
言
語
・
文
化
の
壁
な

く
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援

す
る
専
門
窓
口
で
す
。
医
師
、
看
護
師
、
医

療
通
訳
、
国
際
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
多
職
種
が
連
携
し
、
英
語
・
中
国
語
を

は
じ
め
十
数
言
語
で
受
診
前
相
談
、
予
約

調
整
、
診
療
同
席
、
入
退
院
手
続
き
、
保

険
請
求
、
帰
国
後
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
一
貫
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

海
外
医
療
機
関
と
の
診
療
情
報
共
有
、ビ

ザ
取
得
用
書
類
や
医
療
費
見
積
書
の
作
成

に
も
対
応
し
、
緊
急
疾
患
か
ら
高
度
専
門

治
療
ま
で
全
診
療
科
と
連
携
し
て
国
際
基

準
の
医
療
を
提
供
し
ま
す
。
国
際
標
準
の
研

修
を
受
け
た
医
療
通
訳
者
が
診
察
室
で
の

逐
次
通
訳
だ
け
で
な
く
検
査
説
明
書
や
同

意
書
の
翻
訳
も
担
い
、
年
間
延
べ
数
百
人
の

多
様
な
患
者
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

受
診
希
望
の
方
が
周
囲
に
い
ら
し
た
ら
、

お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
国
際
診
療
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▲入院の
ご案内のQR
コード

外来診療時間
面会時間

休診日

〈受付時間・休診日〉
このQRコードをスマートフォン
などで読み取っていただくと診
療担当医表がご覧になれます。
なお病院入り口脇の電子掲示
板にも掲載しています。

〈診療担当医表〉

「 すゝめ 」Vol.25 　2025 年 7 月 22 日（ 火 ）発行　編集・発行／慶應義塾大学病院広報誌編集チーム
慶應義塾大学病院 〒160 - 8582 東京都新宿区信濃町 35 番地　03 - 3353 - 1211（ 代表 ）　URL: https://www.hosp.keio.ac.jp/

8時40分〜12時00分、13時00分〜16時00分
※�面会は医療上必要な場合に制限させていただいております。
　詳しくは病院のウェブサイトをご覧ください。

日曜日、第1・3土曜日／国民の祝日・休日／年末年始（12月30日～1月4日）／�
2025年8月30日（土）

2025年9月23日（火・祝）は外来診療日です。

こちらのQRコードからアンケートにアクセスしていただき、
広報誌すゝめで読んでみたい記事など、ぜひご意見をお聞かせください。

アンケートにご協力ください

COLUMN Keio Outstanding English Communication Award（KOECA）

K‌

O‌

E‌

C‌

A
は
、
本
学
医
学

部
卒
業
生
の
菅
沼
安
嬉
子
先
生

の
ご
寄
付
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
本
賞
は
、
最
前
線
で
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
の
英
語
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
海

外
か
ら
の
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
高
め
る
こ
と
、
そ

し
て
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
2
月
20
日（
木
）

に
第
1
回
表
彰
式
を
開
催
し
、

基
準
を
満
た
し
た
受
賞
者
13
名

（
看
護
部
門
13
名
）
に
対
し
て

賞
状
と
バ
ッ
ジ
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
し
た
職
員
は
胸
元

に
バ
ッ
ジ
を
身
に
つ
け
業
務
に

従
事
し
て
い
ま
す
。

Information

「入院のご案内」の冊子の内容を動画にまとめました。
院内での待ち時間やご自宅など、場所や時間を問わ
ず、患者さんご自身のスマートフォンやパソコンからも
ご覧いただけます。
動画をご覧いただくことで、入院に関する手続きの流
れを事前にご確認いただけるため、手続き時間を短
縮することができます。必要なときに何度でも見直す
ことができるので、安心してご準備いただけます。
また、これまで紙でご記入いただいていた「看護情
報シート」は、iPadを使って入力していただけるよう
になりました。
画面は大きな文字で見やすく、選びやすいレイアウト
になっており、手書きの負担を軽減します。

“見る”入院案内と“触れる”問診
入院のご案内の動画化とiPad問診

「がん」という病気とその治療、親ががんであるために
生じる気持ちへの対処等について学ぶプログラムです。
「CLIMBⓇプログラム」
日時：2025年11月30日、12月7日、14日、21日（日曜日）
　　 10時～11時30分（全4回）
開催形態：対面で行います。
対象：�親ががん治療を受けていて、親の病気の説明を

受けている「小学生のお子さま」
※�プログラムの詳細や申し込み方
法は慶應義塾大学病院ホーム
ページや院内のデジタルサイネー
ジ等でお知らせいたします。

がん患者さんとその子どものサポート
プログラム参加者募集（SKiP KEIO主催）

患者サロン・CLIMBⓇに関するお問い合わせ
がん相談支援センター 03 - 5363 - 3285（直通） 平日 9時～17時

SKiP KEIO とは

多職種で構成される「がん患者の親を持つ子どもへ
のサポートチーム（Supporting Kids of Parents 
with Cancer）」で、様々な活動を通して、がん患者
さんとその子どもへの支援をしています。

胸元のバッジ

患者サロン

がん患者さん・ご家族を対象に「患者サロン」を開催
しています。テーマ毎の講義に加えて、スタッフ・参加
者同士の情報交換を行っています。Zoom・会場での
参加可能です。皆さまのご参加をお待ちしています。 ▲最新情報は

こちらからご
確認ください【2025年度開催予定】

第2回
2025年8月23日（土）「AYA世代のボーイズ、メンズ集
まれ!－男性のアピアランスケアー」（会場開催）

第3回 2025年11月頃
第4回 2026年2月頃

▲最新情報は
こちらからご
確認ください

安心して受診していただくため、ご希望
のコミュニケ―ション方法をきこえカード
でお知らせください。詳しくは下記にてお
尋ねください。

◆カード発行場所◆

総合相談窓口（2号館1階）
総合案内（正面玄関付近）

聞こえにご不安のある方へ
「きこえカード」のご案内
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